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研究成果の概要（和文）：  研究代表者は、先住民に対する行政の問題と、日本陸海軍の将校たちの思想が、支
配者の立場と支配される立場というかたちで交差することに気づき、朝鮮半島出身の陸軍幹部であった李垠など
を中心に、この時代について分析することへと傾斜していった。
　その際、島村氏、上水流氏、齋藤氏との意見交換や研究会などでの密接な問題意識の共有と、その成果発表と
しての論文発表などが、相互にとってきわめて有効に働いたことはいうまでもない。
　研究代表者の成果に限っていうと近い将来に単行本として刊行される原稿を書きためていた。その分量は400
字詰め原稿用紙にして1000枚にのぼっている。これは必ず出版する。

研究成果の概要（英文）： Our study team knew that the goverment officers and the commissioned 
officers of the Japanese Empire controlled indigenous peoples in Japan, for example Aynu, Okinawans,
 indigenous Taiwanese, and Micronesian Islanders. Especially, we remarked the commissioned officers 
had governed them by military thought. Because the Japanese military had particular thought on the 
indigenous peoples. So I studied the indigerous peoples stand in Japanese Empire by the Colonial 
Koreans stand. Korea was a colony of Japan before 1945 for 36 years but the King of Korea was a 
quasi-emperial family in Japanese Empire, also the King of Korea, Ewn Lee, a general of Japanese 
Empire. Therefore we made him a viewpoint to analyze indigenous peoples, because he was a unique 
position, a top of the military, a top of the goverment officer and a colonist in Japanese Empier. 
Now I have written some papers of this study, will publish them in this autumn.
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１． 研究開始当初の背景 
 
 日本がかつて植民地帝国だった時代、「外
地」として多くの国や地域を支配していた。
そのため、日本語を解さない人びとが大量に
帝国内部に取り込まれることとなった。本研
究では、この際に日本国内へと取り込まれた
国、地域などにいた、いわゆる「先住民」に
ついて調査研究を行うことを目的としては
じめられた。  
 
２．研究の目的 
 
 各研究者が問題意識を持って調査したこ
とを発表しあい、相互に問題意識を確認しあ
うことを目的としている。そのうえで、本研
究で問題になっている日本（ヤマト）のひと
が南洋や北海道などを開拓したときの「開拓
する」側の論理と、開拓された土地にもとも
と住んでいた人々の関係性を掘り下げてい
こうと考えている。 
北海道は「開拓」ということばでより多く

語られるが、これらの記憶は、アイヌという
先住民を無視した考え方、すなわち「和人」 
が北海道を住める場所に拓いたという記憶
を共同化する装置として機能している。この
ような「開拓の記憶」は、何も北海道に限ら
ず 、満州や南洋でもくり返されるのだが、
この記憶のあり方の比較や、やはり開拓とい
うことばで無視される先住民としては全く
同じではないものの、台湾原住民の表象問題
ともリンクしているといえるのではないか
と考える。 
 
３．研究の方法 
 
研究目的を果たすため、まずはこの「開拓

の記憶」の裏に潜んでいる「未開の大地」と
いう意識について、全体で研究活動を行って
きた。具体的には、民俗学の島村氏は、日本
国内の沖縄や各地域の少数者についての分
析を分担し、上水流氏は人類学の立場から台
湾の原住民や沖縄、そして対馬のような境界
線上にある地域の基礎的な調査を行った。 
また研究代表者である李建志は、文献渉猟

という部分に活動を傾斜させた。さらには、
齋藤氏も観光学という立場から、先住民の衣
服の問題や、いわゆる社会階層問題などをテ
ーマとして、その上で言語に関わる問題を提
起してきた。 
 
４．研究成果 
 
 研究方法で触れたように、各研究者は、そ
れぞれの領域で研究発表をし続けてきた。研
究代表者も、文献渉猟のとどまらず、例えば
日本の「外地」であった朝鮮という立ち位置
から、日本の先住民問題を考えるという問題
意識を抱くようになった。 
 具体的には、先住民に対する行政の問題と、

日本陸海軍の将校たちの思想が、支配者の立
場と支配される立場というかたちで交差す
ることに気づき、朝鮮半島出身の陸軍幹部で
あった李垠などを中心に、この時代について
分析することへと傾斜していった。 
 その際、島村氏、上水流氏、齋藤氏との意
見交換や研究会などでの密接な問題意識の
共有と、その成果発表としての論文発表など
が、相互にとってきわめて有効に働いたこと
はいうまでもない。 
 研究代表者の成果に限っていうと、決して
発表した論文数は多くないが、その代わりに
上記のような問題意識の発展として考察し
ている問題があり、未発表ではあるが近い将
来に単行本として刊行される。その分量は
400 字詰め原稿用紙にして 1000 枚、A4 版に
して 300 枚弱にのぼっている。これは必ず出
版する。 
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